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三宝ダムについて   ～ 学校朝会 校長先生の話 ～   

6月１日（月）学校朝会「校長先生の話」で、

ふるさと大路にちなんだ「三宝ダム」について、

全校児童に話をしました。写真を見せると、子

ども達は「海？」「ダム？」「三尾山？」とつぶや

き、上空からの写真を見せると「三宝ダムや」と

答えました。三宝ダムは、上三井庄にあり、洪水

による河川の決壊・氾濫、夏期の深刻な水不足

を解消するため、平成元年、小規模生活ダム事業の兵庫県内第一号として採択され、平成7年、

日本初の小規模生活ダムとして完成しました。 

 

 

 

「井」は泉、井戸などの水源を意味し、水を大切なもの

としてきた昔の人々が使っていた言葉です。水は生活を

営むうえで必要不可欠なものであり、畏敬と感謝の対象、

すなわち「宝」でした。かつてこの地に、どのような干ば

つの時にも涸れることのない三つの井戸（岩井・浅井・今

井）がありました。この三つの井戸と同じように、三井庄

の宝にしたいとの地元住民の願いが込められ「三宝ダム」

と命名されました。 

 

地域の宝である大路っ子、ふるさと大路の輝く太陽である大路っ子たちが、ふるさと大路を

愛し、地域を誇りに思い、健やかに成長するよう、「チーム大路」教職員一丸となって教育活

動を進めてまいります。地域・保護者の皆様、ご支援よろしくお願いいたします。 

文責 廣瀬 ゆかり 

【 め ざ す 児 童 像 】 

４ ふるさと  ふるさと大路を愛し、地域に誇りを持つ子 

 

大路小ＨＰ 校長室だより 
【学校教育目標】 

ふるさと大路を愛し 夢を求めて挑戦し続ける 大路っ子の育成 

～ ふるさと大路の輝く太陽になろう ～ 

三宝ダムは、命とくらしを守っている 

【 め ざ す 学 校 像 】 

４ ふるさと   地域の「人」「自然」「もの」を活かした教育活動を大切にする学校 


